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論文内容の要 ヒ日ー
同種骨移植についての実験および臨床成績の報告は多いが、臨床に使用される大きな移植骨の骨性治
癒の過程および期間についての一定の評価はない O そこで著者はコバルト 60 ・ガンマ一線照射により
無菌化し、その後凍結保存をした同種骨を移植した臨床例 145 例と、自家骨および、異種骨 (Kiel boｭ
ne) を使用した症例について、経時的レ線検査を行ない、一定の判定基準に従って、その成績を比較
した。
〔方法ならびに成績〕
無菌操作により、切断肢または胸郭形成術などのときに得られた骨材料をアルコール・ドライアイ
ス混合で急速凍結し、戸バルト 60 ・ガンマ一線200X1伊rep照射し、以後-26 0C に凍結保存した。骨移
植後、経時的レ線検査を行ない、移植骨の骨梁の再構築の完成および母床との一体化が起こった時期
を骨性治癒と判定した。対照として自家骨わよび異種骨 (Kiel bone) 移植の症例を使用した。
症例を移植母床により分類し、移植骨にストレスのかからない骨性母床(第 1 群)、多少のストレス
のかかる骨性母床(第 2 群)、相当ストレスのかかる骨性母床(第 3 群)とした。
第 l 群:骨腫壕切除後の骨空洞に海綿骨細片を充填した同種骨例22例と、対照とした自家骨例13例、
異種骨例13例について骨性治癒までの期間を比較した。
第 2 群:股関節臼蓋形成術(水野法)に同種骨を使用した30症例、対照として自家骨を使用した17
例の骨性治癒までの期間を比較した。
第 3 群:関節固定術偽関節手術および骨折手術にinlay graft 、 onlay graft された同種骨例15例、対
照として自家骨例14例、異種骨例26例について比較した。
(成績)
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第 1 群:骨性治癒までの期間( 1 カ月)は移植骨によって充填された骨空洞の大きさ(骨梁方向、
Dmm) に凡そ比例し、自家骨・同種骨・異種骨の順に骨性治癒までの期間が長くなり、以下の回帰方
程式および標準誤差が求められた。
回帰方程式
同種骨 T =0 .41D+ 1.05 
標準誤差
2.30 
自家骨 T =0 .15D+ 1.54 1.48 
異種骨 T =0 .75D+7.49 0.90 
第 2 群:新臼蓋の完成までの期間は、同種骨では平均14.8土 3.7 カ月、自家骨では平均 8.7土 2.3
カ月であった。
第 3 群:移植骨の骨l生治癒までの期間は、同種骨では最短12カ月、最長20 カ月、自家骨では最短 8
カ月、最長13カ月である。これに反し、異種骨では移植骨が母床と一体化したのは26例中の僅か l 例
であり、骨膜下性新生骨に取固まれその後徐々に吸収されたり、移植骨の周囲に厚い癒痕を形成し、
その中に濠出液が貯留し移植骨は遊離した状態になっており、再手術のとき移植骨の除去された症例
は過半数の16例であった。
〔総括〕
大骨片を使用する臨床例から、自家・同種・異種骨移植について具体的な比較検討を加えたO その
結果、従来小骨片を使用した動物実験の成績から過大な期待を抱いて臨床使用された同種骨および異
種骨移植を反省し、自家骨移植の優秀で、あることを再確認した。十分な自家骨採取ができないとき、
同種骨移植が指示されるが、骨性治癒までには自家骨の 2-3 倍の期間がかかる。なお現段階では異
種骨はストレスのかからない骨性母床に骨細片として使用する以外は良結果を期待できない。
論文の審査結果の要旨
同種骨移植について腫大な動物実験および臨床成績の報告はあるが、小骨片を使用する動物実験の
成績は、大骨片を使用する臨床例の成績と一致しない未知の分野が多く、最近、Dosage Phenomen 1/ 
として注目されており、また臨床例における予後を推測するに足る基準はなかったO
本論文では、コバルト 60照射・凍結保存した同種骨を使用し、従来問題のあった細菌感染や拒絶反
応を抑え、臨床例において優秀な成績を収めるとともに、骨移植部位の骨染像の再形成の完成する時
点まで追跡して骨性治癒と判定し、自家骨および異種骨移植例を対照として比較し、その予後を推測
するに足る貴重なデーターを発表した O これは同種骨使用の適否の判断の基準にもなるもので、この
分野にわける実際的な貢献であると認められる。
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